
◎林業経営の改善等に必要な資金の融通の円滑化のための林業改

善資金助成法等の一部を改正する法律 
（平成一五年五月三〇日法律第五二号）   

一、提案理由（平成一五年四月一五日・衆議院農林水産委員会） 

○亀井国務大臣 林業経営の改善等に必要な資金の融通の円滑化のための林業改善資金

助成法等の一部を改正する法律案につきまして、その提案の理由及び主要な内容を御説

明申し上げます。 

 森林・林業基本法でも明らかにされているとおり、森林の有する多面的機能が将来に

わたって持続的に発揮されるようにするためには、これに重要な役割を果たす林業の持

続的かつ健全な発展と、その前提となる林産物の安定的な供給及び利用の確保を図るた

めの木材産業の健全な発展が相まって推進されることが必要であります。 

 そのためには、効率的かつ安定的な林業経営を育成し、これらが林業生産の相当部分

を担う林業構造を確立するとともに、林産物の適切な供給及び利用の確保が図られるよ

う、木材産業の事業者の事業基盤の強化を図っていくことが急務であり、両産業の担い

手がその経営改善等に必要な資金の融通を円滑に受けられるようにしていくことが必要

であります。 

 政府といたしましては、このような課題に対応して、林業及び木材産業に関する資金

制度について、資金内容の充実等を行うこととし、この法律案を提出した次第でありま

す。 

 次に、この法律案の主要な内容につきまして御説明申し上げます。 

 第一に、林業改善資金助成法の一部改正であります。 

 都道府県の財政資金を無利子で貸し付ける林業改善資金について、対象を木材産業ま

で拡大するとともに、特定の生産方式導入等のための資金から、経営改善等を目的とし

て行う新たな事業の開始、生産・販売方式の導入等の先駆的な取り組みを実施するため

の林業・木材産業改善資金に改め、これに伴い、題名を林業・木材産業改善資金助成法

とすることとしております。 

 また、都道府県からの直接貸し付け方式に加え、融資機関が都道府県から原資を借り

受けて貸し付ける方式を追加することとしております。 

 第二に、林業経営基盤の強化等の促進のための資金の融通等に関する暫定措置法の一

部改正であります。 

 新たに林業経営改善計画の認定を受けた者に対する運転資金の融通制度を設けること

としております。 

 第三に、農林漁業信用基金法及び独立行政法人農林漁業信用基金法の一部改正であり

ます。 

 融資機関からの林業・木材産業改善資金の融通が円滑に行われるよう、信用基金が債

務保証を行うこととするほか、独立行政法人農林漁業信用基金が無利子資金の融通を行



う場合の原資調達方法として長期借入金をすることができることとしております。 

……………（略）…………… 

 以上が、これら二法律案の提案の理由及び主要な内容であります。 

 何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御可決いただきますようお願い申し上げます。 

二、衆議院農林水産委員長報告（平成一五年四月一七日） 

○小平忠正君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、農林水産委員会にお

ける審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 林業経営の改善等に必要な資金の融通の円滑化のための林業改善資金助成法等の一部

を改正する法律案は、林業改善資金について、その対象を木材産業まで拡大する等の措

置を講じようとするものであります。 

……………（略）…………… 

 委員会におきまして、四月十五日亀井農林水産大臣から両案の提案理由の説明を聴取

し、本十七日質疑を行いました。質疑を終局し、直ちに採決いたしましたところ、両案

はいずれも全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 

 なお、両案に対しそれぞれ附帯決議が付されました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成一五年四月一七日） 

 我が国の森林の有する多面的機能が持続的に発揮されるためには、林業の持続的かつ

健全な発展と林産物を安定的に供給・利用する木材産業の健全な発展が重要な課題であ

る。 

 よって政府は、本法の施行に当たり、林業・木材産業の経営改善を図るため、左記事

項の実現に努めるべきである。 

記 

一 各種制度資金の見直しに当たっては、融資実務面においても地域や林業・木材産業

の実情等に応じ、より使いやすいものとなるよう最大限の工夫を行うとともに、融資

枠については、資金需要の動向等を踏まえ、適切な水準とすること。また、農林漁業

信用基金の保証対象の拡大にかんがみ、その適切な運用に努めること。 

二 林業及び木材産業の一体的な構造改革を推進するため、両産業の経営基盤の強化と

連携に向けた関連施策の充実に努めること。また、関連事業者による国産材の積極的

な利用を確保するため、制度資金の融資対象の拡充について検討する等施策の充実に

努めること。 

三 公共事業における間伐材等の利用、公共施設の木造化等を率先して行うとともに、

木質バイオマスのエネルギー利用等木材の新規需要の開拓を一層推進すること。 

 右決議する。 

三、参議院農林水産委員長報告（平成一五年五月二三日） 

○三浦一水君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、農林水産委員会にお



ける審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 まず、林業経営の改善等に必要な資金の融通の円滑化のための林業改善資金助成法等

の一部を改正する法律案は、林業、木材産業の一体的な構造改革を図るため、林業、木

材産業が経営改善等に必要な資金の融通を円滑に受けられる仕組みを構築するため、関

係資金制度を再構築しようとするものであります。 

……………（略）…………… 

 委員会におきましては、両法律案を一括して議題とし、地球温暖化防止と森林整備、

森林整備保全事業計画の在り方、国産材、地域材の利用拡大等について質疑が行われま

したが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、順次採決の結果、両法律案はいずれも全会一致をもって原案どおり可

決すべきものと決定いたしました。 

 なお、両法律案に対しそれぞれ附帯決議を行いました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成一五年五月二二日） 

 我が国森林の有する多面的機能が持続的に発揮されるためには、林業の持続的かつ健

全な発展と木材産業の事業基盤の強化、連携の推進が重要な課題である。 

 よって政府は、本法の施行に当たり、林業・木材産業の経営改善を図るため、次の事

項の実現に努めるべきである。 

一 各種制度資金の見直しに当たっては、融資実務面においても地域や林業・木材産業

の実情等に応じ、より使いやすいものとなるよう最大限の工夫を行うとともに、融資

枠については、資金需要の動向等を踏まえ、適切な水準とすること。 

  また、農林漁業信用基金の保証対象の拡大にかんがみ、その適切な運用に努めるこ

と。 

二 林業及び木材産業の一体的な構造改革を推進するため、経営基盤の強化と連携に向

けた関連施策の充実に努め、持続可能な林業とこれを支える木材産業を実現すること。 

三 国産材の積極的な利用を推進するため、制度資金の融資対象の拡充について検討す

るとともに、品質・性能が明確な木材生産や、地域材の利用促進など関連施策の充実

を図ること。 

四 公共事業における間伐材等の利用、公共施設の木造化等を率先して行うとともに、

木質バイオマスのエネルギー利用等木材の新規需要の開拓を一層推進すること。 

 右決議する。 


